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天 界
第百十二號　　（第十巻）　昭和五年八月

我が學界に望ましき事ども（其の二）

　　　　　　　　（巻頭言）

　わが日本國を，世界的な立揚から見テこ地理的位置は，天文學研究上，甚

だ重要なるものであることを，吾人は今までにも繰り返し人に訴ヘナこ．地

球世界が球形であるため，如何なる天文豪も，一質的に，叉は，永久的に，

或る一部の天室から遮られてみる．帥ち，換言詳述すれば，北孚球各地で

は南の極圏を永久に見ることが出來す，細道球からも同檬に北極附近は見

えない範圃にあるし，又，東西遠く相離れた二地では同時に同一の天膿を

見得ない．從って，一一一・■定の経緯度に嫁る一個の天文皇は，輩に其の地表的位

置の故のみからしても至世界の天文同攻撃のfこめに輕からざる責任を負っ

てみるわけである．わが日本を見るに，西へ，欧洲の文化中心地と八九時

間の時差を持ち，東へ，北米の西境とさへ七時聞の時差を持ってるる．從

って，わが國の天文憂が晴れナこ天室を凝汗しつtSある時，共等の天罷は殆

んど総て融米の観測者の覗界外にある時である．こんな事情であるから，

邦國の天文家が特に重責の任に置かれてみることは言ふまでないが，又，

之れを他の一面から見れば，同じ理由の下に，わが國の観測者の研究成績

は普通以上の陣門を以って敷迎せられる地位にある．

　然らば，現實に我が日本の天文研究設備は如何と言へば，過去激年來，

研究者の塘加と共に，著しく進展して來ナことはいへ，上記の世界的地位と

責任とを思ふ時．爾ほ大々的に改善獲達せしむべき絵地が頗る多い．今枯

く，我が國に現存する望遠鏡の多くが如何に現代の學的進況から無覗され

たものであるかの事HJtを言はないとするも，倫ほ，天文毫の数と其の分布
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の歌態に於いて完全に時代を愚弄する槻を呈してみる有様は遺憾に堪えな

い．試みに地回を開いて見るに，我が國領は東西三十六度を超ゆる経度範

園と，南北亦三十度に近い緯度差とを含み，殊に此の中には地理的及び氣

象的攣種のあらゆる相を持ってるる．所謂日本内地に居るものにこそ梅雨

其他の障害があるけれど，満洲や北海の地あナこりでは可なり確實な天氣圏

を與へられてるるわけであるし，叉，墓轡では遠く極南の銀河を殆んど見

蓋し得るほどの低緯度を與へられてるる．此等の事情は，米露の如き廣大

地域を占有してみる三々でさへ及ばざる程の勢であるに拘らす，現在の我

が國の天文憂は，東京（三鷹）と京都（花山）とにのみ全力を集中してみ

るかと見え，之れに爾ほ水澤や倉敷の如きを併せ考へてさへ，結局，天與

の好適地が殆んど今は全く天文學的に顧みられてみない有様である・我國

學術界の恨事であると同時に，又蘇れは世界のナこめの恨事でなければなら

ない．望むらくは，近き將來に於いて，今日可なり普く行きわナこつナこ孤立

の最高壷掘に各々適當なる天文研究設備が作られると共に，遠く鮮満面

南洋諸島にまでも之等の設備が設けられて，政樫乃至軍威よりも寧ろ高尚

崇高な學術文化のヵにより，國内証外共に我が．民族の獲展を誇示し得る日

の早からんことを！　若し，識者にしてL東京へ■L京都へ「総てを集中す

るの迷夢から醍めないならば，そは例へばしパリー「へ総てが吸引され行く

佛國の悪例に習ふと等しく，あナこら我が心界は世界の期待から古き去る運

命にあるものと断言せざるを得ないことEなる．権威者の熟考を促す所以

である．

　　　　　　　天　文　學　大　講　習　會
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日日手　口召禾05年8刀17日午・前8時…から　〔4日間］

碁所　岡ltl縣劇戦市大原農業研究所講堂
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